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・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

日本の株式市場は、外国人投資家の動向や海外の金融政策に左右される展開となりました。日経平均株価は1月15日に昨

 

年（8月）の高値を更新しましたが、後半は下落し、月末には昨年12月末より約3.3％下落した1月の最安値で終えています。

前半は、今年の世界景気の回復が期待される中、海外株に対して日本株に出遅れ感が見られることから外国人投資家の買

 

いが続き、昨年10～12月期の決算発表が本格化する中で、中国や新興国向けの販売等が好調である輸出関連株を中心に業

 

績改善期待も高まりました。さらに、為替相場が1ドル＝91～93円と昨年10月以降と比較して円安水準にあったことも受け、輸

 

出関連の主力企業の株価は堅調に推移しました。

しかしながら、後半は、米国が新しい金融規制法案を発表したこと、銀行の過剰融資による資産バブルを懸念した中国やイン

 

フレを警戒したインドがそれぞれ金融引き締めの政策を発表したことから先行きの不透明感が広がり、全体の相場の上昇にも

 

ブレーキがかかりました。また、ギリシャの巨大な財政赤字問題はユーロ通貨に打撃をあたえており、リスク回避からユーロが

 

売られて日本円が買われております。ユーロ安は多くの輸出企業の業績にも影響を与える問題ですが、それ以上にいわゆるソ

 

ブリン・リスクという信用リスク懸念が、株式などのリスク資産への投資心理を冷え込ませました。

運用責任者からお客様へ

◆ 1月の投資環境（株式市場等での出来事）について

◆ 1月の「ひふみ投信」の運用について

世界景気の見通しは非常に混沌としています。昨年の春先から少しずつ景気も改善しているのがみえていますが、一方でそ

 

の恩恵は世界各国での景気刺激策の効果に負うところが多く、持続可能性に疑問の声をあげる専門家も多いようです。

また、サブプライムローンにはじまった金融システムの脆弱性はギリシャやEUなどの周辺諸国へも波及しており、これが新た

 

な金融危機の始まりになることを指摘している専門家もいます。

とはいえ、当社運用部では比較的楽観的なシナリオを考えています。というのも、足元の企業調査の感触から、通常の景気

 

後退→景気回復の足取りをたどっていると考えています。

金融危機懸念で再度市場が調整するような局面があれば、その時には強気で投資をしていくチャンスであると考えています。

 

今後については今までの方針通りに、株式保有比率および輸出・ハイテク企業の比率を上昇させ、相場が下がる局面があれ

 

ばさらに投資をしていこうと考えております。

（ひふみ投信

 

運用責任者

 

藤野英人）

◆ 今後について

 

（運用や見通しについては、市場動向等の変化によって、変更することがあります）

以前からのご説明と重複しますが、現在のひふみ投信の運用については以下のような方針で行っています。

1) 信託財産全体に対する株式の組入れ比率を上昇させること

2) 内需成長株から外需成長株の組入れにシフトし、後者の比率を上昇させること

当社での運用部では毎日調査のため会社訪問をしていますが、受注動向や経営陣の今後の業績に対する見通しから、輸

 

出・ハイテク企業の回復が鮮明になってきていることを感じています。一方で、弱い雇用統計や所得の伸び悩みなどにより内需

 

の回復は遅れそうな兆しがみえ、世界の緩やかな景気回復と日本の停滞という状況へと移行していくと思われます。

このような状況認識から、1月は大型株で輸出関連企業の組入れ比率を増やしております。

小松製作所や三菱商事などの資源及び新興国関連株を組入れ、また、デジタルガレージも新たに組入れを開始しました。デジ

 

タルガレージは、今後「twitter」と言われるミニブログサービスの日本における営業パートナーであり、その成長可能性に期待し

 

ています。

 

また、オリジン電気、フジミインコーポレーテッド、NPCなどのハイテク絡みの中堅企業への投資もスタートをし始め

 

ました。一方で、前述の理由より、内需成長株の一部を組入れ銘柄から外しています。



※1

 

設定来の基準価額の騰落率は、当初募集価額（10,000

 

円）から2010年1月29日までにおける数値です。
※2

 

設定来のTOPIX騰落率は、当初設定日前日である2008

 

年9月30日から2010年1月29日までにおける数値です。

（基準価額とは「ひふみ投信」の値段のことです）

■ 組入比率の高い銘柄

 

（組入銘柄数：37銘柄）

（注）TOPIXは、当初設定日前日である2008年9月30日の値（1087.41）を10,000と

 

して指数化しています。

 

※基準価額は、信託報酬（年1.029％(税抜年0.980％) ）を控除した後の数値です。

（※・・・「ひふみ投信」をお持ちのお客様の保有口数合計です）

★組入比率は、株式・預金その他を含めた「純資産総額」に対する割合です。

2010年1月29日時点の基準価額 1万口当り

 

11,864円

国別の割合

日本株式 100

 

％

海外株式 0 ％

純資産総額 4.51億円

うち

 

株式 74.98

 

%

うち

 

預金その他 25.02

 

%

受益権総口数

 

（※） 380,453,769口

・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

TOPIX（東証株価指数）は当ファンドのベンチマーク（運用する際に目標とする基

 

準）ではありませんが、参考として記載しています。

 

TOPIXとは

 

・・・

 

東京証券取引所第一部に上場されているすべての銘柄の時価

 

総額（株数×１株当り時価）を指数化したものです。

 

日本の株式市場全体の動き

 

をあらわすともいえます。

ひふみ投信の基準価額について

■運用成績について ■基準価額の推移

ひふみ投信の資産内容について

 

（2010年1月29日時点）

■ 資産の内訳

支払い済分配金

第1期（2009年9月30日） 0円

設定来合計 0円

ひふみ投信は分配金再投資専用の投資信託です。

■ 組入銘柄の業種比率

TOPIX騰落率

過去1ヵ月 -0.86% -0.71%

過去3ヵ月 -2.42% 0.72%

過去6ヵ月 0.73% -5.17%

過去1年 14.87% 13.49%

設定来 18.64%（※1） -17.13%（※2）

基準価額のあゆみ

　　　　　　　[騰落率]
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銘柄コード 銘柄名 業種 比率

1 6301 小松製作所　　　　　　　　　　　　　 機械 4.03%

2 8058 三菱商事　　　　　　　　　　　　　　 卸売 3.88%

3 4819 デジタルガレージ　　　　　　　　　 情報通信 3.54%

4 4775 総合メディカル　　　　　　　　　　　 小売 3.40%

5 3046 ジェイアイエヌ　　　　　　　　　　　 小売 3.37%

6 2678 アスクル　　　　　　　　　　　　　　　 小売 3.22%

7 6594 日本電産　　　　　　　　　　　　　　 電機 3.15%

8 6255 エヌ・ピー・シー　　　　　　　　　　 機械 3.00%

9 2668 タビオ　　　　　　　　　　　　　　　　 卸売 2.91%

10 7522 ワタミ　　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 2.89%
（注）業種比率は、「株式資産」を100として、それに対する割合です。
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商品分類 追加型投信／内外／株式

当初設定日 平成20年10月1日

信託期間 無期限

決算 毎年9月30日（休業日の場合、翌営業日）

収益の分配 決算時に収益分配方針に基づいて分配を行ないます。

お申込み

お申込単位
10,000円以上１円単位の金額指定でお申し込みください。
なお、収益分配金の再投資は、１円以上１円単位となります。

お申込価額 ご購入のお申込受付日の翌営業日の基準価額となります。

お申込受付日時 当社営業日の9時～15時までとなります。

途中換金

途中換金（解約）単位 1口以上または1円以上

解約価額 「解約請求受付日」の翌営業日の基準価額となります。

受付日時
当社営業日の15時までとなります。
解約のご請求は、お電話による受付けのみとなります。

課税関係
収益分配時の普通分配金、一部解約時および償還時の差益に対して課税されます。
※今後税法が改正された場合などには、課税関係が変更になる場合があります。

信託報酬 信託財産の純資産総額に対して年1.029％(税抜年0.980％)

監査費用 信託財産の純資産総額に対して年0.00525％（税抜年0.005％）

その他の費用 組入有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料（それにかかる消費税）
先物取引・オプション取引等に要する費用、外貨建資産の保管等に要する費用

 

租税、信託事務の処理に要する諸費用および受託会社の立替えた立替金の利息など

～お問い合わせ先～
コミュニケーション・センター

 

電話：

 

03－6266－0123

 

（平日9時～17時）

 

メール：

 

cc@rheos.jp

※

 

｢その他の費用｣については、運用状況等により変動するものであり事前に料率、上限額等を表示することができません。

「ひふみ投信」は、国内外の株式を組み入れるため、株価変動の影響を大きく受けます。一般に株式の価格は、個々

 

の企業の活動や業績、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動するため、株式の価格が下落した場

 

合には基準価額は下落し、投資元本を割り込むことがあります（株価変動リスク）。外貨建資産を組み入れた場合、為

 

替レートの変動の影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。投資国・地域の政治・経済情勢や株式

 

を発行している企業の業績、市場の需給等、さまざまな要因を反映して、「ひふみ投信」の基準価額が大きく変動するリ

 

スクがあります（為替変動リスクとカントリーリスク）。したがって、お客様（受益者）の投資元本は保証されているもので

 

はなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。この他には、流動性リスクや信用リス

 

ク等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の｢投資リスク｣をご覧ください。

◆「ひふみ投信」の概要について

 

※詳しくは投資信託説明書（目論見書）をご確認ください

◆ 「ひふみ投信」に係るリスクについて

◆ お客様の負担となる費用について

◇お客様に直接ご負担いただく費用

 

：

 

ありません
申込手数料 ・

 

換金（解約）手数料

 

・

 

信託財産留保額

 

は一切ありません。

なお、「振込購入」に際しての送金手数料はお客様負担となります。
◇お客様に間接的にご負担いただく費用

 

：

 

次のとおりです
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